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わき上がる風てロマンの

写四
ぐ 120)

健かな
中野幼稚園の園児37人とお年寄り40人余りが、今年も役場裏の辺辺川で「流しびな」

を楽しみました。

成長を願って

（流しびな）

川へ流すワラ舟は長さ30センチ余り幅が15センチ程あります。

このワラ舟は老人クラブの皆さんがワラを編み、竹で骨組みして作ったものです。そし

てこの舟に園児たちが折り紙で作ったひな人形や菜の花を乗せ、風船を取り付けました。

老人クラブの皆さんが見守る中、園児たちはワラ舟を次々に流れに放していぎました。

今月号の主な内容

＝町報＝

*肱Jil町消防出初式・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
漸新いヽ町創造（行財政の効率化）… 3

唖ひとり一芸運動の紹介………•• •4 
昼高齢福祉施設完成（入居者募集）．．． 5

圏鹿野川しゃくなげまつりのご案内…••• 6 
唖社協だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..g 
*お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・• •16 

＝農林だより＝

*きゅうり部会総会を開催………10
唖挿し木 1 こつし)て..・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・• •11 
漸今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

＝公民館報＝

蔓第6回文化芸能発表会…………14
®学校での同和教育・・・・・・・・・・・• • •… •15

町民のうごき

人口 3,452人 (-8)

男 1,665人 (-8)

女 1,787人（土0)

世帯数 997幕 (-1)

（平成5年2月28日現在）
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役場裏の河原で行われた一斉放水
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恒
例
の
肱
川
町
消

防
出
初
式
が
二
月
十

一
日
、
午
前
九
時
か

ら
肱
川
中
学
校
で
団

長
以
下
百
八
十
一
人

が
出
動
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
も
部
隊
訓
練
、

は
し
ご
操
法
、
ポ
ソ

プ
操
法
や
分
列
行
進

等
が
披
露
さ
れ
、
規

律
正
し
い
訓
練
に
来

賓
か
ら
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

続
い
て
三
十
七
人

の
団
員
に
県
知
事
・

県
消
防
協
会
長
等
か

ら
消
防
活
動
の
功
績

と
永
年
勤
続
に
対
し

て
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
、
ま
た
消
防
活
動

に
協
力
し
た
三
人
に

町
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
愛
媛
県
知
事
を
始
め
県

議
・
県
消
防
協
会
長
・
大
洲
喜
多
消

防
団
連
合
会
長
・
大
洲
警
察
署
長
・

町
議
会
議
長
な
ど
来
賓
か
ら
の
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
役
場
裏
の
河
原
で

一
斉
放
水
を
行
い
出
初
式
を
締
め
括

り
ま
し
た
。

な
お
被
表
彰
者
及
び
感
謝
状
を
贈

ら
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
。

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
〔
披
露
〕

0

精
績
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副

団

長

森

本

正

吉

◎
愛
媛
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功
労
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第
四
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団
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団
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中

野
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◎
愛
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協
会
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表
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功
績
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第
三
分
団
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団
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沖

田

利
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勤
続
章
（
十
五
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第
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団

団
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冨
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団
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催
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賞
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れ
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県
市

妥
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肱
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町

殿

5
町
村
広
報
コ

毯
ご
臼
＂
は
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且

ぶ

ソ

ク

ー
ル
審

査
会
で
広
報

裟
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』
．
誓
の
成
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さ
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ら
れ
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ぶ

こ
れ
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穴
し
ま
す

芦

和

平
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五
年
そ

n
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肱
川
」
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7
i
震
喜
園
〗入
選
、
三
月

醤
賛
喪
苓
良
喜
5
g
+
―
日
に
行

わ
れ
た
愛
媛

県
広
報
研
究
会
で
表
彰
を
受
け
ま
し

こ
。
t
 

広
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第
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II 
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下
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第
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団

団
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下
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◎
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会
長
表
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0
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第
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田
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夫
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入
選

（
県
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
）

こ
の
コ
ソ
ク
ー
ル
は
、
市
町
村
の
~

広
報
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
愛
媛
~

県
及
び
日
本
広
報
協
会
県
支
部
が
毎
~

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
町
か
ら
は
平
成
四
年
九
月
号
を
~

応
募
し
た
結
果
、
町
村
I
I
部
（
参
加
~

作
品
数
二
十
六
部
）
の
部
に
入
選
し
~

ま
し
た
。

今
回
の
入
選
を
励
み
に
よ
り
一
層
~

努
力
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
~

れ
る
広
報
に
し
た
い
も
の
だ
と
思
い
"

ま
す
。

・

和
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岩
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光
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田
恒
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丸
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一

中

岡
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肱

川
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II 

第
五
分
団
団
員
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◎
肱
川
町
長
感
謝
状

消
防
活
動
協
力
者

II 
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四
分
団
団
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廣
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廣

兵
頭
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四
分
団
団
員

II 

第
五
分
団
団
員

◎
肱
川
町
長
表
彰

第
一
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団
団
員

II 
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住民と行政が一体となった町づくり

住
民
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
、

住
民
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
行

社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
と
も
な
う
行
政
事
務
は
、
行
政
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
、
複
雑
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
的
確
に
対
処
し
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
総
合
的
な
行

政
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
既
存
制
度
の
見
直
し
、
行
政
職
員
の

能
力
開
発
•
新
た
な
ニ
ー
ズ
ヘ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
、
効
率
的
で
柔

軟
な
組
織
づ
く
り
を
＿
層
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
わ
か
り

や
す
い
広
報
、
親
し
ま
れ
る
広
聴
・
情
報
の
積
極
的
公
開
な
ど
を
行
い
、

住
民
の
意
向
を
積
極
的
に
吸
収
し
て
い
き
、
住
民
に
親
し
ま
れ
る
行
政

を
進
め
ま
す
。

政
推
進
の
た
め
、
組
織
の
見
直
し
や

事
務
改
善
を
図
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
職
員
の

資
質
の
向
上
や
、
将
来
を
見
越
し
た

人
材
の
育
成
確
保
に
努
め
ま
す
。

各
種
施
策
、
事
業
の

効
率
的
推
進
を
図
る
た

め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
ま
す
。

職
員
の
研
修
制
度
の

充
実
、
専
門
的
な
知
識

を
持
つ
人
材
の
確
保
や

研
究
機
関
等
の
連
携
も

進
め
て
い
き
ま
す
。

国
・
県
等
で
実
施
さ

れ
て
い
る
週
休
二
日
制

も
社
会
情
勢
の
中
で
一

般
化
し
て
お
り
さ
け
て

通
れ
ま
せ
ん
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
部
門

め
ざ
し
て

行
財
政
の
効
率
化

新

し

い

町

創

造

を

(10) 

行
政
に
求
め
ら
れ
る
仕
事
は
、
よ

り
高
度
化
・
多
様
化
、
行
政
規
模
の

拡
大
化
に
伴
っ
て
、
複
雑
多
岐
と
な

り
事
務
量
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

弾
力
的
な
行
政
を
進
め
る
た
め
に

は
、
よ
り
一
層
の
ス
ピ
ー
ド
化
．
．
合

理
化
に
努
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
効
果
的
・
効
率
的
な
総
合

行
政
を
進
め
る
上
で
、
事
務
の
改
善

や
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
機
器
を
活
用
し
、

行
政
事
務
の
の
改
善

事
務
処
理
の
迅
速
化

や
合
理
化
に
努
め
て

い
き
、
住
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
り
ま

す
。町
づ
く
り
を
円
滑
・

効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
に
は
、
町
政
に

対
す
る
住
民
の
協
力

と
理
解
、
そ
し
て
自

主
的
な
参
加
が
何
よ

り
も
大
切
に
な
っ
て

来
ま
す
。

開
か
れ
た
行
政
を

推
進
す
る
た
め
地
区

懇
談
会
や
窓
口
相
談

業
務
の
充
実
、
部
落

長
会
を
主
と
し
て
住
民
と
行
政
の
整

合
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

広
報
・
広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、

”
広
報
肱
川
“
充
実
、
町
内
一
元
放

送
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

行
政
機
構
の
見
直
し
と
適
正
な
人

員
配
置
、

町
内
各
種
団
体
の
協
力
を

得
て
、
役
職
の
見
直
し
も
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

過
疎
化
に
対
応
す
る
た
め
、
該
当

部
落
の
協
力
を
得
て
、
部
落
の
再
編

成
を
進
め
部
落
機
能
の
向
上
を
図
っ

て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
開
か
れ
た
行
政
を
推
進
す

る
た
め
、

個
人
の
。
フ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

事務の改善とサービス向上を図る

と
の
関
連
を
考
慮
し
つ
つ
実
施
し
ま

す。
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
の
構
成
員
と
し
て
、
圏
域
内

市
町
村
と
の
連
携
を
深
め
た
広
城
行

政
を
推
進
し
ま
す
。

社
会
経
済
の
変
化
に
伴
い
、
税
収

等
の
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、
財
政
事

情
は
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。厳
し
い
財
政
事
情
の
下
で
も
行
政

に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
量
的
に
も
増

大
し
、
多
様
化

・
複
雑
化
の
様
相
が

強
く
な
っ
て
き
ま
す
。

「
新
し
い
町
創
造
計
画
」
を
基
本

と
し
て
、
事
業
効
果
・
優
先
度
•
他

事
業
と
の
整
合
性
な
ど
を
総
合
的
に

検
討
し
ま
す
。

時
代
の
要
請
に
こ
た
え
、
住
民
へ

の
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
た
め
、
行

財
政
事
業
の
改
革
と
見
直
し
、
財
政

カ
の
弾
力
化
に
努
め
効
率
的
な
財
政

運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

国
・
県
の
補
助
事
業
の
重
点
的
受

け
入
れ
、
町
単
独
事
業
に
つ
い
て
も
、

事
業
効
果
を
最
優
先
し
、
効
率
の
よ

い
単
独
事
業
を
進
め
ま
す
。

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

納
税
意
識
の
高
揚
、
受
益
者
負
担
の

原
則
に
立
っ
た
財
源
の
確
保
に
努
め

ま
す
。 効

率
の
よ
い

財

政

運

営

保
護
に
十
分
留
意
し
た
情
報
公
開
も

必
要
で
、
そ
れ
ら
に
向
け
た
各
種
統

計
等
の
整
備
と
体
制
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
ま
す
。



6。8。~ L ⑲ 

゜
認瞬 (4)

町
で
は
、
新
し
い
町
創
造
計
画
の

中
で
、
ひ
と
り

一
芸
、
ひ
と
り
一
研

究
、
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
、
ひ
と
り

一
趣
味
運
動
を
よ
び
か
け
、
一
人
ひ

と
り
が
心
豊
か
な
充
実
し
た
人
生
を

楽
し
め
る
よ
う
に
と
文
化
活
動
の
推

進
を
か
か
げ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
の
公
演
を
鑑
賞
し
て
目
を
養

う
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
自
分
で
演

じ
た
り
創
作
し
た
り
す
る
こ
と
も
生

き
が
い
を
も
ち
自
己
実
現
を
は
か
る

上
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

練
習
活
動
、
発
表
の
場
と
し
て
、

集
会
所
や
公
民
館
が
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
に
、
趣
味
サ
ー
ク
ル

活
動
•
発
表
の
場
と
し
て
の
機
能
も

整

っ
た
「
風
の
博
物
館
」
の
建
設
工

事
を
、
い
ま
進
め
て
い
ま
す
。

三
月
七
日
に
は
町
創
立
五
十
周
年

記
念
第
六
回
文
化
芸
能
発
表
会
が
十

七
サ
ー
ク
ル
の
参
加
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
民
館
に
は

各
グ
ル
ー
プ
の
絵
画
・
写
真
・
書
道
・

俳
句
・
川
柳
等
の
作
品
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
に
結
成
の
肱
川
町

文
化
協
会
に
は
次
の
サ
ー
ク
ル
が
加

入
し
て
活
発
な
発
動
を
展
開
し
て
お

り
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま

す
。[

創
作

・
展
示
部
門
]

絵
画
・
写
真
・
書
道
・
俳
句

・

川
柳
・
え
び
ね
ら
ん

六
分
野
八
グ
ル
ー
。フ

肱川町創立50間年記念

「NHK趣味の園芸の集い」

まもなく丸山公園に咲き誇るシャクナゲは、その

気品と風格ある樹姿から花木の王者と言われます。

このシャクナゲをテーマに次の講演を開催します。

多数ご参加下さるようご案内いたします。

1

2

3

 

日時

場所

内容

平成 5年4月25日（日）13: 30~ 

肱川町公民館集会室

シャクナゲをテーマに

講演と園芸指導
にし りょう すけ

西良祐先生講師

講師略歴

1934年徳島県生まれ。1957年鳥取大学農学

部卒業。1958年より大阪府立園芸高等学校教

諭、1987年甲子園短期大学教授に就任。現在に

至る。社団法人フラワーソラエティ評議員。

NHK出版刊， 「NHK趣味の園芸作業12か

月」， 「カソノソチク・シ ュロチク」，「手づ

くりの庭」，新園芸相談「草花＆花壇」他著

書多数。

NHK趣味の園芸放送講師。

4
 
主催

ご案内

NHK松山放送局

肱川町

0皆さんのお越しをお待ちしております。

NHK出版

＊この西良祐先生講師による趣味の園芸 「春の
窓辺を飾る」がNHK教育テレビで4月11日
（日）午前8: 30~ 8 : 55に放送されます。

三
部
門
合
計

四
十
五
グ
ル
ー
プ

会
員
五
百
八
十
五
人

[
大
会
等
の
部
門
]

囲
碁
・
か
る
た
・
健

康
体
操
な
ど

四
分
野
八
グ
ル
ー
プ

H
―
云
能
部
門
]

文
楽
・
神
楽
・
演
劇
・

民
謡
・

民
踊
・
三
味
線
・
大

正
琴
・
詩
舞

吟
詠
・
カ
ラ
オ
ケ
•

太
鼓
・
器
楽

十
二
分
野

二
十
九
グ
ル
ー
プ

文化芸能発表会に初出演の岩谷大正琴の皆さん

熱演のス ロ イ ングゲ ソ ッ
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こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
こ
の
セ
ソ
タ
ー

は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
（
特
に
お
と

し
よ
り
）
が
一
層
健
康
に
関
す
る
知

識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
正

し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
く
こ
と
、
ま
た
楽
し
い
場
を
も
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
保
健
セ
ソ
タ
ー
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
ね
た
き
り
予
防
を
最
大

の
目
標
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
行
事

を
行
う
計
画
で
あ
り
、
六

月
に
開
所
の
予
定
で
す
。

ど
う
か
各
世
帯
へ
お
配

り
し
ま
し
た
セ
ソ
タ
ー
へ

の
「
案
内
書
」
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
是
非
ご
利
用
下

さ
い
。こ
の
セ
ソ
タ
ー
に
は
、

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
と

居
住
部
門
の
二
つ
が
あ
り

ま
す
が
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
は
各
老
人
ク
ラ

ブ
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

居
住
部
門
に
入
居
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
四
月
末

日
ま
で
に
町
民
課
へ
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

完成した高齢者生活福祉センター

⑲ R 

道
野
尾
へ
建
設
し
て
い
た
、
高
齢

者
生
活
福
祉
セ
ソ
タ
ー
が
、
完
成
し

ま
し
た
。

肱
川
町
の
高
齢
者
比
率
は
、
現
在

二
十
五

・
ニ
パ
ー

セ
ソ
ト
に
達
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
齢
化
社
会

で
大
切
な
こ
と
は
、
み
ん
な
が
生
ぎ

が
い
を
も
ち
、
健
や
か
に
安
心
し
て

一
生
を
送
れ
る
よ
う
、
お
互
い
に
考

え
、
努
力
す
る
こ
と
で
す
。

居
住
部
門
の
入
居
者
募
集
ー

麟鯛

高
齢
者
福
祉
施
設
が
完
成

保

育

児

所

童

を

募

集

上萩野尾集会所完成

萩
野
尾
集
会
所
は
十
五
年

余
り
前
プ
レ
ハ
ブ
の
建
物
を

部
落
が
自
力
で
建
築
し
て
使
っ

て
い
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が

進
み
使
用
に
耐
え
な
く
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。

今
回
、
地
元
全
員
の
協
力

を
得
て
、
県
の
地
域
環
境
整

備
事
業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
整
備
事
業
に
よ
り
、
上
萩

野
尾
集
会
所
と
し
て
事
業
の

採
択
を
受
け
、
事
業
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
二
月
二
十
八
日
に
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
完
成
し
た
集
会
所
は
、

木
造
平
屋
建
床
面
積
四
十
一

道
野
尾
へ
建
設
を
進
め
て
い
た
保

育
所
（
ニ
ー
三
才
児
を
対
象
と
し
た

特
別
保
育
事
業
1
1

へ
き
地
保
育
所
、

定
員
十
五
人
）
が
完
成
し
ま
し
た
の

で
六
月
か
ら
開
設
し
ま
す
。

保
育
時
間
は
、
午
前
七
時
三
十
分

か
ら
午
後
六
時
三
十
分
ま
で
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

保
育
料
は
、
保
護
者
の
収
入
等
に

よ
っ
て
き
め
ら
れ
ま
す
。

保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
四
月

末
日
ま
で
に
役
場
町
民
課
へ
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

完成した保育 完成した上萩野尾集会所

平
方
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
は
五

百
十
五
万
円
で
す
。

四
月
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。

転
出
、
転
入
、
就
職
、
退
職
等
で

国
保
資
格
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

必
ず
十
四
日
以
内
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
の
届
け
出
が
お
く
れ
る
と
、

保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
う
こ
と

に
な
っ
た
り
、
保
険
証
が
な
い
た
め

全
額
自
己
負
担
と
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
や
め
る
届
け
出
が
お
く
れ

る
と
、
保
険
証
が
手
も
と
に
あ
る
た

め
、
そ
れ
を
使
っ
て
診
療
を
う
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を
あ

と
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
を
守
っ
て

下
さ
い
。

0

高
校
、
大
学
等
に
進
学
さ
れ
た

り
、
仕
事
の
都
合
で
遠
隔
地
保
険

証
の
必
要
な
方
は
、
国
保
係
ま
で

申
し
出
て
下
さ
い
。

0

医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
は
、

必
ず
保
険
証
を
窓
口
に
出
し
て
下

さ
い
。
保
険
証
を
持
っ
て
行
か
な

い
場
合
は
全
額
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

⑩
R
R
R
R
R
◎
⑤
⑨
 

ー
資
格
異
動
の
時
は

早
く
届
出
を
ー
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丸山公園のしゃくなげ

鹿野川しゃくなげまつり日程表

◎
し
ゃ
く
な
げ

丸
山
公
園

約
三
、

0
0
0本

四
月
五
日
ー
ニ
十
日
頃

◎
桜鹿
野
川
園
地
、
鹿
野
川
湖
畔

約
三
、

0
0
0本

三
月
十
五
日

i
三
十
日
頃

花

だ

よ

り

肱
川
町
観
光
協
会
で
は
、
鹿
野
川

し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
開
幕
式
を
三
月

二
十
八
日
に
行
い
、
以
後
一
ヶ
月
間

色
々
な
行
事
を
次
の
よ
う
に
計
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
御
家
族
・
ご
近

所
お
さ
そ
い
の
う
え
お
出
か
け
い
だ

だ
く
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

（実施期間平成5年 3月28日～4月29日まで）

期 日 時 間 、イ,T_ 事 内 合ク 場 所

3月28日（日） 10 ・ oo~ 開幕式 ダム堰堤下方駐車場

俳句碑ま除幕式
もちき

4月4日（日） 9 :30~ 町創立so周年記念俳句大会 肱川町公民館

11日（日） 10 : 00,..___12 : 00 親子宝物捜し大会 鹿鳴園、鹿野川園地、丸山公園一帯
13 : 00,....__,15 : 00 親子工作大会 鹿唱園

18日（日） ,．oo~ 町創立50周年記念テニス大会 鹿嶋園テニスコート
10 : 00~ 特別町民の集い 鹿嶋園

25日（日） 9 : 30~ 町創立so周年記念のびのびウォーク 鹿鳴園茶道ルート
13 : 30- 趣味の園芸の集い 肱川町公民館 テーマ「シャクナゲ」

主催NHK松山放送局、肱川町 講演と園芸指導

24日（土） 9 : 30~ エビネラソ展示即売会 丸山公園駐車場
~25日（日）

29日（日） 町創立50周年記念式典 肱川町公民館
10 : 00~ 第22回肱川町川柳大会 鹿野川荘

期間中の 10. 00,-..._., 12 : 00 親子で楽しめるアニメビデオと 鹿嗚園
土曜日・日曜日 14 : 00,..___,15 ・ 30 肱川町紹介ビデオ

◎
エ
ビ
ネ
ラ
ン

丸
山
公
園

約
一
五
、

0
0
0本

‘
四
月
十
日

i
三
十
日
頃

◎
ツ
ッ
ジ

丸
山
公
園

約
四
、

0
0
0本

四
月
二
十
日
ー
三
十
日
頃

事棠主の皆さんへ
労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新の季節です。

本年度も、昨年に引き続いて、雇用保険率が引き下げら

れます。

申告→・納付に誤りがありませんよう、お早めに、確実に。

平成 5年度は4月 1日～ 5月17日まで。

申告・納付のお問い合わせは、愛媛県労働基準局労災補

償課(0899-25-2101)愛媛県犀用保険課(0899-41-2111)

または最寄りの労働基準監督署まで。

もう取付けましたか LPガス安全器具
LPガスは、私達に便利な家庭用燃料として、幅広く

利用されていますが、コックの誤開放、点火ミス等取扱

い方を誤りますと大きな事故につながります。

こうしたうっかりミスによる事故を防止するため、マ

イコソメ ータ、ガス淵れ警報器、ヒューズコック等の安

全器具が開発され、国、愛媛県では、平成5年 9月まで

に全世帯に設置するよう運動を進めています。

事故防止のため、ぜひとも安全器具を設置しましょう。

No.＼{刀疇切っ“7L〉⑯
2平土
歳成居
1 3 
か年隆；
月 2介す
月＜

鱈
生笈

こ
ん
に
ち
は
、
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん

で
す
。
シ
ョ
ベ
ル

カ
ー
と
、
ト
ラ

ッ
ク
が
大
好
き
で
す
。
4
匹
の
犬

が
、
友
だ
ち
、
犬
た
ち
は
、
迷
惑

し
て
る
み
た
い
だ
け
ど
、
お
か
ま

い
な
し
で
、
遊
ん
で
い
ま
す
。

優
し
い
子
に
、育
っ
て
ほ
し
い
と
、

思
い
ま
す
。

お父さん
隆さん
お母さん
しづ子さん

は
じ
め
ま
し
て
、
勝
也
で
す
。

少
し
カ
ー
ル
し
た
髪
が
か
わ
い
い

で
し
ょ
。
お
姉
ち
ゃ
ん
達
に
は
負

け
な
い
く
ら
い
、
元
気
で
明
る

く
泣
き
虫
な
男
の
子
で
す
。
こ

の
ま
ま
、
元
気
で
明
る
＜
育
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お父さん
寿晴さん
お母さん
佳代子さん

徳
丸
勝
也
く
ん
（
影
地
）

平
成
3
年

4
月
27
日
生

1
歳
11
か
月

一
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社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
受
給
者

か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
、
年
金
の
支

払
日
が
土
曜
日
・
日
曜
日
又
は
祝
日

に
あ
た
る
と
き
は
、
そ
の
前
日
に
繰

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

老
齢
福
祉
年
金
は
、
四
月
・
八
月
・

十
二
月
（
受
給
者
か
ら
請
求
が
あ
れ

ば
十
一
月
）
の
十
一
日
に
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
四
月
十
一
日
が
日
曜

日
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
九
日
の
金

老齢福祉年金の

4月期支払いは

4月9日です。

曜
日
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の

み
な
さ
ん
へ

⑲ ① [9 .、・ニ.ぶ--------
．． 9 へ厖

暴力団に関する困りごと相談は
愛媛県暴力追放推進センター！！

お気軽にどうぞ（無料・秘密厳守）

◎ 当セソターは、昨年3月 1日施行された「暴力対策法」に基づ

き設立された財団法人です。暴力団を壊滅し、安全で住みよい

愛媛の実現のための皆様のセ‘ノターです。

◎ 主な事業活動は、

●暴力団でお困りの方への相談活動 無料で、相談を受けます。

また、相談の秘密も固く守ります。

●訴訟費用の無利子貸付など暴力団から被害を受けた場合の支

援活動

●暴力団から足を洗いたい、洗わせたいという本人や家族から

の相談活動

●少年を暴力団から引き離すことの相談活動

●県民の皆様の暴力団根絶の意識をたかめるための広報活動な

ど

◎相談先（電話でも、面談でも相談をうけます。）

松山市若草町 7番地

財団法人 愛媛県暴力団追放推進セソター

電話 (0899) 32-8930 

(0899) 32-1893 

国民年金保険料のお知らせ
自分自身で国民年金の保険料を納めなければならないのは、第 1号

被保険者（自営業者・学生等）と任意加入被保険者の人です。 ※付加保険料は従来どおり月額400円です。
';::::::：こ：： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：ここ：： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：こ：： ： ： ： ： ： ：,.:::::::::::::::::こ：： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ;~ 

： 国が責任を持って運営する国民年金は私的年金と異なり、老後の生活を保障するため、完
： 全自動物価スライド制により物価が上がると年金額も自動的に上がりますので、将来にわた
： り給付の実質的価値が維持される仕組みになっています。
： また、あなたが納めた保険料が今の年金受給者を支え、やがてあなたも次の世代に支えら
： れる「世代と世代の助け合い」という社会的な助け合いの仕組みで成り立っています。
： 「保険料がまた上がるのか」とご不満でしょうが、長期的に安定した年金制度とするために、
： 年々増える受給者に対する給付と負担のバランスを図る必要があります。
； 保険料の負担にご理解とご協力をお願いします。
よ：： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：こ：： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：こ：： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ＿』

平 成 5年 4月から

月額10,500円です。

保険料の 納付は年金受給ヘ のス 夕 卜
：まとめて前納すれば割安で便利です］

平成5年4月から平成6年3月まで 1年間の保険料額の比較

n毎月納めた場合 1前納した場合 1割引額 '

(10,500円X12月）
1 26, 000円|122, 960円
(10,900円x12月）
130,800円 I127,640円

定額保険料
3,040円

定額保険料
＋ 

イ寸カロイ呆隙淋米斗 3,160円

1年分または一定期間の保険料をあらかじめ前納す
れば、年 5分 5厘の利率による福利現価法によって計
算して割引いた額となり、そのつど納める手間も省け

て便利です。

なお、前納した人が途中で会社等に就職したり、亡
くなった場合等は、それ以降の保険料は還付されます。
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今
、
子
供
の
心
の
ひ
ず
み
が
問
題

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

心
の
発
達
過
程
で
は
、
保
育
態
度

が
子
供
の
性
格
形
成
に
大
き
な
影
臀

を
与
え
ま
す
。

自
殺
の
低
年
齢
化
が
心
配
で
す
。

警
視
庁
少
年
心
理
研
究
会
の
「
自

殺
防
止
十
か
条
」
を
紹
介
し
ま
す
。

皆
で
助
け
合
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う

連
帯
感
を
、
小
さ
い
時
か
ら
育
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

自
殺
の
サ
イ
ソ
を
見
落
と
す
な

子
供
を
孤
独
に
す
る
な

死
の
教
育
を
す
る
な

子
供
の
頭
で
考
え
よ
う

家
庭
で
は
よ
く
話
し
合
う

親
は
聞
き
役
に
ま
わ
れ

夫
婦
は
仲
良
く
し
よ
う

子
供
は
模
倣
で
育
つ

し
つ
け
は
ふ
だ
ん
か
ら

親
自
身
の
性
格
を
見
直
そ
う

自
殺
防
止
十
か
条

咆
の
病
気

◎
◎
R
①
◎
①
R
R
 

今
、
子
供
の
自
殺
が

ふ
え
て
い
ま
す
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3~5月は全国緑化キャンペーン

「緑の羽根募金」や「緑と水の森林基金」にご協力を

みんなで緑を守り育てよう
日本の森林面積は国士の何％を占めているかご存

じですか。答えは67%。 これは先進国の中で、フィ

ソラソドに次ぐものです。「まだ未開の土地がある

なあ」と思われる方もいるかもしれませんが、実は

この森林がわたしたちの生活を守っているのです。

■生活に潤いを与えてくれる森林
森林は木材をはじめ山菜やキノコなどを産出しま

す。また、水を地中に蓄え、山崩れや風

水害を防ぎます。 さらに、空気をきれい

にし、人々の心をいやしてくれます。 日

本の国土の67％を占める森林は、このよ

うにわたしたちに住宅資材や水を供給し

てくれるばかりか、森林浴などを通して

生活に潤いを与えてくれるのです。

ところが、日本の森林にも苦しい時代

がありました。第 2次世界大戦中は自給

自足のために、戦後は経済復興のために森林が伐採

されたのです。全国いたる所にはげ山が生まれ、荒

涼とした国士に変わってしまいました。そこで、昭

和25年、国を挙げて国土緑化運動を展開していくこ

とになったのです。その一環として募金活動が取り

上げられました。「緑の羽根募金」といい、街頭で

寄付を募ったのです。この募金は現在も続いていて、

公園や公道の緑化、学校や工場の緑化、「緑の少年

団」の緑化活動などに役立てられています。

■次の世代に緑を残していこう
昭和63年度からは、新たに「緑と水の森林基金」

が加わりました。これは緑を守り育て、次の世代に

豊かな森林を引き継ぐことを目的にしています。平

成 5年 4月までに、 200億円を目標に寄付を募って

います。地球規模での環境問題が クローズア ップさ

れている現在、まずは身近な自然環境を守っていく

大切さが問われているのではないでしょ

うか。

山に植える苗木は、 1本約70円です。

100平方メートル当たり、 3,000本ずつ

植えていぎます。 これが成長して大木

になると、水を山に蓄え風水害を防ぎ

ます。いまから植える苗木は、次の世

代に残していくことになります。現在

の緑も、そのように受け継がれてきた

ものです。

緑は単に国のものというわけではありませんし、

山に住む人たちだけのものでもありません。都会に

住む人たちはもちろん、生き物すべてが木材や水な

どさまざまな恩恵を森林から受けています。

3~5月は「全国緑化キャソペーソ」です。この

ときに行われる「緑の羽根募金」や「緑と水の森林

基金」に、ぜひご協力ください。

まで吸ま ぎこ三おス間炊切ザそヌで間わお てにう米
昔すか収す急上う十米イほ飯りルの力‘半せ米お味し°びぉ技'
と °らす °ぐがす分はツど器まにま臭ザ前まに米がて袋つ米術
違 十るぬとりれは‘チおにすあまさルにす十を落おににを‘‘
つ 分時るぎまば水とをい移°げ三をにぉ°分炊ちく入移買が
て ほ間まはす‘をし、入てしそて十と移米炊にくまとれしついししはてがた人飯
お どが湯‘ °お吸だれか‘の水分るしをく水前す‘たまたりいた苦以‘も前が昔
米 お早だぬ 米わ後まら一後気ほたまとーをに °蒸ましらまご゜労来炊の←上は

、すめす とし
の くいとる はせ 。 ‘時でをど、 。い時吸‘ れまょ‘す飯しが‘飯で姑；手、
品だのおまおま少 袋°をヵ、なご器す
種 けで米湯 いしな

さめに嫁

改 で‘がで しょ＜ ご飯の上手な炊き方
か 炊しく飯が゜ん炊は

農 胄しと、ニ誓 t*うot¥¥¥＼¥、 ／／/／／!  t[i i 〗亨〗詈：： 

暮らしの

ワンポイント

進
み
、
お
い
し
い
お
米
が
た
く
さ
ん

出
回

っ
て
い
ま
す
が
、
お
い
し
い
の

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
新
米
と
精
米

し
た
ば
か
り
の
お
米
で
し
ょ
う
。
新

米
は
水
加
減
が
大
切
。
普
通
は
、
お

米
の
分
量
の
二

0
％
増
し
の
水
で
炊

き
ま
す
が
、
新
米
は
お
米
自
体
の
水

分
が
多
い
の
で
、
水
は
お
米
と
同
量

か
一

0
％
増
し
く
ら
い
の
控
え
め
に

し
ま
す
。
古
米
は
逆
に
乾
燥
し
て
い

ま
す
か
ら
、
水
を
―
―

10％
増
し
と
や

や
多
め
に
し
ま
す
。

．．
 し
ん
の
残

っ
た
お
米
ほ
ど
、

ま
ず
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

我
慢
し
て
食
べ
る
前
に
、
お

酒
で
蒸
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

炊
ぎ
上
が
っ
た
炊
飯
器
の
ご

飯
に
、
手
早
く
ハ
シ
で
い
く

つ
か
の
穴
を
開
け
、
米
三
カ
ッ

プ
に
大
さ
じ
一
杯
の
割
り
で

日
本
酒
を
振
り
か
け
、
弱
火

で
五
分
ほ
ど
蒸
す
と
、
お
米

．．
 
の
し
ん
が
抜
け
ま
す
。

十分に水を吸わせて
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家庭看護の指導を受ける民生委員さん

民
生
委
員
の
皆
さ
ん

二
月
九
日
午
前
十
時
か
ら
、
五
十

崎
町
町
民
会
館
に
お
い
て
、
郡
内
か

ら
約
百
名
の
民
生
委
員
が
参
加
し
て

喜
多
郡
民
生
児
童
委
員
研
修
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

目
的
は
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
で

あ
る
民
生
児
童
委
員
の
果
た
す
役
割

は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り

在
宅
福
祉
活
動
や
児
童
・
家
庭
へ
の

｀
支
援
活
動
の
積
極
的
な
推
進
が
一
層

期
待
さ
れ
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て

資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
す
。

今
回
は
、
例
年
と
違
っ
た
研
修
会

と
な
り
、
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支

部
か
ら
二
人
の
講
師
を
迎
え
、
午
前

中
は
「
若
さ
の
秘
訣
」
に
つ
い
て
、
加

地
先
生
か
ら
、
本
当
に
わ
か
り
や
す

く
ユ

ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

午
後
は
、
「
家
庭
看
護
の
実
際
」

に
つ
い
て
、
家
庭
看
護
教
師
門
屋
先

生
か
ら
、
講
演
と
実
技
指
導
が
あ
り

幸
運
に
も
、
肱
川
の
男
性
委
員
五
人

が
モ
デ
ル
と
な
り
、
高
齢
化
社
会
で

今
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
家
庭
看

護
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
習
い
ま
し

こ。t
 今回
の
研
修
が
、
参
加
さ
れ
た
民

生
委
員
さ
ん
の
今
後
の
活
動
に
大
き

く
役
立
つ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

園
児
と
老
人
ク
ラ
ブ

三
月
四
日
、
中
野
幼
稚
園
児
と
お

と
し
よ
り
合
わ
せ
て
約
八
十
人
が
役

場
下
の
川
で
「
ひ
な
流
し
」
を
楽
し

み
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
が

推
進
し
て
お
り
ま
す
事
業
で
、
「
お

と
し
よ
り
と
子
供
の
談
話
室
開
催
事

業
」
を
中
央
老
人
ク
ラ
ブ
と
小
藪
老

人
ク
ラ
ブ
の
両
婦
人
部
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
り
実
施
し
た
も
の
で
す
。

婦
人
部
の
皆
さ
ん
が
数
日
か
け
て

贈
り
も
の
を
つ
く
り
、
又
、
男
性
が

「
流
し
び
な
」
で

楽
し
く
交
流

三』蒙こ [9'• ・ ヘ
ワラ舟を作るおとしよりの皆さん

祖 R 邸疇

「
家
庭
看
護
」
の
実
技
勉
強

ワ
ラ
舟
作
り
で
応
援
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ワ
ラ
舟
を
一
個
ず
つ
園

児
に
贈
り
、
園
児
は
、
折
紙
で
作
っ

た
ひ
な
人
形
な
ど
を
乗
せ
風
船
を
つ

け
て
、
お
と
し
よ
り
が
見
守
る
中
、

次
次
と
川
へ
流
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
員
が
基
幹
集
落
セ
ソ

タ
ー
に
集
ま
り
、
お
と
し
よ
り
が
心

を
こ
め
て
作
っ
た
ひ
な
様
弁
当
を
楽

し
く
食
べ
た
後
、

園
児
が
お
礼
と
し

て
唄
や
お
ど
り
を
浪
じ
、
紙
人
形
な

ど
渡
し
、
お
と
し
よ
り
を
大
変
喜
ば

せ
ま
し
た
。

最
後
に
お
と
し
よ
り
か
ら
「
パ
ジ
ャ

マ
入
れ
」
を
園
児
一
人
一
人
に
贈
り
、

「
お
と
し
よ
り
と
子
供
の
ふ
れ
あ
い

行
事
」
本
当
に
有
意
義
に
終
わ
り
ま

し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
年
六

回
(
+
月
か
ら
三
月
ま
で
月
一
回
）
ひ

と
り
暮
ら
し
老
人
等
に
対
し
、
給
食

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
も
四
十
三
名
を
対
象
に
民
生
委

員
さ
ん
の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し

た
。
去
る
二
月
十
五
日
に
は
、
民
生

委
員
婦
人
部
（
部
長
猪
本
喜
子
さ
ん
）

六
名
全
員
で
、
朝
早
く
か
ら
創
作
館

に
お
い
て
「
お
は
ぎ
」
を
作
り
、
弁
当

と
一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
。

お
と
し
よ
り
か
ら
は
、
大
変
よ
ろ

こ
ん
で
頂
き
、
電
話
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
通
じ
て
お
礼
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

婦
人
部
で
は
、
年
一
回
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

続
け
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
お
は
ぎ
」
を
作
っ
て

給
食
サ
ー
ビ
ス

ー

民

生

委

員

婦

人

部

ー
「おはぎ」を作る婦人部の皆さん

◎
上
鹿
野
川
富
永
美
千
也
さ
ん

◎

大

和

東

征

紀

さ

ん

次
の
方
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
湿
か
い
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

当
協
議
会
の
福
祉
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
芳
志
の
お
礼

昨
年
十
二
月
三
十
一
日
に
発
表
さ

れ
た
乎
成
四
年
人
口
動
態
推
計
に
よ

る
と
、
我
が
国
の
平
成
四
年
の
出
生

数
は
前
年
よ
り
一
万
人
減
で
、
合
計

特
殊
出
生
率
も
一
・
五
三
を
維
持
す

る
こ
と
が
困
難
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
い
ま
す
。

出
生
率
低
下
の
ひ
と
つ
の
要
因
と

し
て
核
家
族
化
や
都
市
化
の
進
行
等

に
よ
る
家
庭
や
地
域
の
養
育
機
能
の

低
下
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
対
策
と
し
て
、
今
後
は
従
来
に
も

増
し
て
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
子
育
て

支
援
が
重
要
と
な
り
、
こ
の
た
め
、

地
域
に
密
着
し
た
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
へ
の
期
待
は
益
々
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
一
月
に
は
新
た
に
主
任

児
童
委
員
の
委
嘱
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
地
域
ぐ
る
み
の
支
援
が
、
今
、

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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あいさつする部会長

きゅうり販売金額の推移
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きゅうり作付面積の推移

1 0 ， 
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9.  S61. S63 
S60 誓度2 H 

四ハウス半保応トンネル図夏璽秋薗ハウス抑制

■平成4年度作付面積

去
る
―
―
―月
四
日
農

林
会
館
―

―階
会
議
室

に
お
い
て
肱
川
町

・

神
戸
市
場
・
経
済
連
・

普
及
所
他
多
数
の
来

賓
の
方
々
の
ご
臨
席

を
頂
ぎ
、
平
成
四
年

度
き
ゅ
う
り
部
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

こ
。
t
 ぎゅ
う
り
の
作
付

面
積
は
昭
和
六
十
二

年
度
以
降
減
少
が
続

い
て
ぎ
ま
し
た
が
、

四
年
度
は
五
九
四
ア
ー

ル
（
前
年
対
比
―
―
―
%
）
と
増
加
の

年
と
な
り
ま
し
た
。

生
産
量
は
、
三
五

0
ト
ソ
（
同
比

1
0
1
―
-
％
）
と
増
加
し
ま
し
た
が
、

価
格
が
や
や
安
値
で
あ
っ
た
た
め
、

販
売
金
額
は
八
七
、
七

0
九
千
円

（
同
比
八
九
％
）
と
伸
び
悩
み
ま
し
た
。

昨
年
の
栽
培
は
、
五
ー
七
月
の
低

温

・
例
年
と
違
っ
た
降
雨
の
仕
方
・

八
月
の
台
風
等
気
象
的
な
影
響
を
受

け
、
反
当
収
量
は
七
％
減
、
反
当
金

額
に
つ
い
て
は
二

0
％
減
収
と
厳
し

い
年
で
し
た
。

近
年
野
菜
の
野
菜
を
と
り
ま
く
情

勢
は
、
消
費
面
に
お
い
て
は
個
食
化
・

簡
便
化
が
強
ま
る
一
方
で
、
安
全
・

安
心
・
健
康
な
ど
食
へ
の
関
心
の
高

ま
り
と
地
球
環
境
保
全
の
役
割

・
責

任
が
問
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
市
場
か
ら
は
、
計
画
出
荷
・

継
続
出
荷
と
特
に
数
量
の
確
保
の
要

望
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
生
産
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
難
等
作
付
面
積
の
減
少
が
続
い

て
お
り
、
今
後
き
ゅ
う
り
も
不
足
気

味
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
肱
川
農
協
き
ゅ

う
り
部
会
に
お
い

て
は
、
高
品
質

・

安
定
出
荷
の
で
ぎ
る
銘
柄
産
地
を
目

指
し
、
組
織
の
強
化
を
図
り
、
五
年

度
こ
そ
一
億
円
の
突
破
を
実
現
さ
せ

よ
う
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

な
お
平
成
四
年
度
の
優
秀
農
家
の

表
彰
を
行
い
、
以
下
の
方
々
が
各
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
長

賞

石

田

利

寿

農

協

組

合

長

賞

予

子

林

支

部

神

戸

中

央

青

果

賞

宮

本

長

則

部

会

長

賞

森

繁

夫

努

力

賞

坪

田

宗

典

努

力

賞

藤

本

勝

裔

努

力

賞

井

上

進

努

力

賞

藤

田

幸

男

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■平成 4年度販売実績 （販売金額は千円）

作 型 面積 (a)

ハウス半 促成 68 

卜 ン／ ネ ；レ 57 

夏 287 

秋 1 1 2 

ノ‘ ゥ ス 抑制 70 

合 計 594 

項 目 実 績

販 ギ冗 金 額 87,709 

10 a当たり販売金額 1,477 

出 荷 量 (t) 350 

平 均 単 価 （円／kg) 251 

単 収 (kg/10a) 5,885 

秀 品 竿而 （％） 56 
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近
年
、
良
質
材
生
産
を
志
向
す
る
人
が
増
え
、

除
問
伐
、
枝
打
ち
等
の
保
育
施
業
と
と
も
に
、

品
種
系
統
を
重
視
し
た
挿
し
木
苗
造
林
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
県
内
に
お
い

て
も
篤
林
家
を
中
心
に
県
外
の
在
来
品
種
の
導

入
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

挿
し
木
苗
の
造
林
は
、
実
生
苗
の
造
林
に
比

ベ
次
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

0
挿
し
木
の
得
失

〔
有
利
な
点
〕

〇
親
木
の
性
質
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ
。

0

種
の
盟
凶
の
差
に
関
係
な
く
苗
木
の
確
保
が

で
き
る
。

〇
技
術
的
に
簡
単

0

病
害
虫
や
乾
燥
、
寒
さ
な
ど
に
強
い
。

0

結
実
年
齢
が
下
が
る
。

〔
不
利
な
点
〕

●
桐
種
や
品
種
に
よ
っ
て
発
根
が
悪
い
。

●
厨
齢
が
高
ま
る
に
従
っ
て
発
根
能
力
が
低
下

す
る
。

•

一
時
に
大
量
の
さ
し
穂
を
取
る
の
は
困
難

●
種
に
比
べ
て
貯
蔵
や
取
扱
い
が
難
し
い
。

●
心
立
ち
が
悪
く
樹
形
が
な
か
な
か
整
わ
な
い
。

●
い
ろ
い
ろ
な
条
件
で
発
根
が
左
右
さ
れ
や
す

、0し●
開
花
結
定
が
早
く
な
る
の
は
用
材
に
不
向
き

挿
し
木
の
方
法

①
挿
し
木
の
時
期

挿
し
木
の
時
期
に
は
、
活
動
開
始
前
の
休
眠

枝
を
挿
す
春
ざ
し
、
新
芽
が
伸
ぴ
て

一
応
固
ま
っ

た
新
梢
を
さ
す
梅
雨
ざ
し
、
土
用
ざ
し
、
新
梢

が
充
実
し
て
か
ら
挿
す
秋
ざ
し
、
フ
レ
ー
ム
で

加
湿
し
て
挿
す
冬
ざ
し
と
が
あ
り
ま
す
。

挿
し
木
に
つ
い
て

ど
の
樹
種
を
、
い
つ
挿
し
木
す
れ
ば
成
績
が

よ
い
の
か
は
、
各
種
の
要
因
が
あ
り
一
概
に
は

い
え
ま
せ
ん
が
、

一
般
的
に
は
、
表
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

②
挿
し
穂
の
準
備

◇
挿
し
穂
の
採
り
方

夏
ざ
し
、
秋
ざ
し
は
「
と
り
ざ
し
」
で
採
取
後
、

す
ぐ
に
挿
し
ま
す
。

春
ざ
し
、
冬
ざ
し
の
穂
は
、
と
り
ざ
し
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
休
眠
中
に
採
穂
し
て
、

挿
し
木
時
ま
で
貯
え
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

温
度
〇
？
三
℃
、
湿
度
九
五

i
九
八
％
の
低
湿

庫
に
入
れ
た
り
、
土
中
埋
蔵
、
雪
中
埋
蔵
、
ミ

ズ
ゴ
ケ
な
ど
で
、

一
時
的
な
ら
貯
え
ら
れ
ま
す
。

特
別
で
な
い
限
り
「
と
り
ざ
し
」
が
無
難
で
す
。

◇
さ
し
木
に
よ
い
穂

●
若
い
枝

●
充
実
し
た
枝

●
若
い
親
木
の
南
側
の
樹
冠
の
枝

●
病
虫
害
や
傷
の
な
い
枝

●
芯
も
ち
の
上
向
き
の
枝

◇
挿
し
穂
の
作
り
方

穂
作
り
は
、
よ
く
切
れ
る
ナ
イ
フ
を
使
っ
て
、

切
り
口
の
組
織
を
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
切
り
ま

す
。
ハ
サ
ミ
切
り
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
陰

の
作
業
場
で
、
水
の
中
で
切
る
の
が
最
良
の
方

法
で
す
。

ー
ま
ず
下
葉
を
切
り
除
く
。

2

切
り
口
を
ナ
イ
フ
で
切
る
。

3

葉
を
必
要
に
応
じ
て
問
引
い
た
り
、
半
分

に
切
っ
た
り
す
る
。

葉
や
芽
は
、
ホ
ル
モ
ン
の
分
秘
、
炭
酸
同
化

作
用
の
場
、
水
分
の
吸
い
上
げ
な
ど
の
た
め
に

で
き
る
だ
け
多
く
つ
け
ま
す
。

残
す
量
は
、
全
量
の

二
分
の

一
か
ら
一
二
分
の

一
を
目
安
に
し
、
穂
に
平
均
し
て
残
す
よ
う
に

し
ま
す
。

③
挿
し
木
床
の
準
備

挿
し
木
床
に
は
、
露
地
L

鉢
床
、
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
i

い
ま
す
。

◇
挿
し
木
床
を
作
る
場
合
の
条
炉

●
日
光
の
よ
く
当
た
る
暖
か
い
と

●
空
気
の
乾
き
が
少
な
く
空
中
湿
度
が
高
い
と

こ
ろ
。

●
水
の
便
利
が
よ
い
と
こ
ろ
。

●
風
当
た
り
の
少
な
い
と
こ
ろ
。

•
土
が
挿
し
木
床
と
し
て
適
し
て
い
る
と
こ
ろ

。

●
作
業
の
し
や
す
い
と
こ
ろ
。

◇
適
し
て
い
る
用
土
の
条
件

●
鹿
沼
土

サ
ッ
キ
の
用
土
と
し
て
定
評
が
あ
り
。
清
潔

な
粒
状
土
で
保
水
、
排
水
と
も
に
よ
く
て
、
い

ろ
い
ろ
な
樹
種
に
適
用
。

●

川

砂

角
ば
っ
た
荒
目
の
川
砂
、
山
砂
で
無
菌
、
排

水
良
好
。
い
ろ
い
ろ
な
固
種
に
適
用
。
保
水
力

を
つ
げ
る
た
め
に
し
鹿
沼
土
、
水
ご
げ
ピ
ー

ト

モ
ス
を
混
用
す
る
。

●
ピ
ー
ト
モ
ス

保
水
力
、
通
気
性
に
富
み
、
温
度
変
化
が
少

な
く
弱
酸
性
。
茎
の
軟
質
の
も
の
に
適
す
る
。

●
水
ご
け

保
水
力
、
通
気
性
が
よ
く
、
湿
度
変
化
も
少

な
い
。
挿
し
穂
を
腐
ら
せ
な
い
。
茎
の
軟
質
の

も
の
に
よ
い
。

●
パ
ー
ラ
イ
ト

人
工
土
で
保
水
、
排
水
性
に
富
む
。

④
発
根
促
進
法

挿
し
木
が
困
難
な
も
の
は
、

●
植
物
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
物
質
不
足

●
発
根
妨
害
物
質
の
存
在

●
乾
燥
に
弱
い

●
腐
り
や
す
い
。

ノ
〇

加
温
床
、
箱
床
、

が
工
夫
さ
れ
て

ぽ
因
し
て
い
ま
す
。

杢
の
発
根
能
力
増
進
法
に
は
、

・
そ
育
成
法

●
穂
木
処
理
法

の
二
法
が
あ
り
、
一
般
に
後
者
の
穂
木
を
薬
品

で
処
理
し
て
発
根
を
促
進
す
る
方
法
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

穂
木
処
理
法
の

一
般
的
方
法
と
し
て
、
植
物

成
長
ホ
ル
モ
ン
処
理
が
あ
り
ま
す
。

⑤
挿
し
方

挿
し
穂
は
、

一
？
二
時
間
の
水
揚
げ
や
、
発

根
処
理
を
済
ま
し
て
、
挿
し
床
に
挿
し
込
み
ま

す。●
挿
す
深
さ
は
、
穂
長
の

二
分
の
一
か
ら
三
分

の
二
と
し
ま
す
。

●
さ
し
穂
の
切
り
口
と
用
士
は
よ
く
密
着
さ
せ

る。●
挿
す
時
、
切
り
口
周
辺
の
皮
を
は
が
さ
な
い
。

（
腐
敗
防
止
）

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
挿
し
木
後
の
管
理

挿
し
た
穂
が
枯
れ
な
い
で
、
多
く
の
根
を
出

し
、
生
長
す
る
よ
う
な
手
助
け
を
す
る
の
が
管

理
で
す
。
挿
し
た
穂
の
切
り
傷
を
い
や
し
発
根

基
の
形
成
か
ら
発
根
す
る
ま
で
の
管
理
と
、
発

根
し
た
穂
に
旺
盛
な
生
長
を
期
待
す
る
管
理
と

は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。

◇
発
根
さ
せ
る
た
め
の
管
理

●
か
ん
水

少
な
め
で
霧
水
中
心

●
日
除
げ

ヨ
シ
ズ
か
寒
冷
紗
を
か
け
る
。
遮
光
率
二
0

？
六

0
%。
雨
、
曇
の
日
や
、
夜
は
取
り
は
ず

す。

一＿＿
月
ざ
し
は
七
月
こ
ろ
、
六
月
さ
し
は
九

月
頃
取
り
は
ず
し
て
、
し
ま
り
の
あ
る
苗
木
を

作
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●

温

度

床
内
の
温
度
が
二

O
~二
五
℃
に
な
る
よ
う

に
し
ま
す
。
頭
寒
足
熱
の
状
態
が
よ
く
、
地
温

よ
り
気
温
が
二
？
五
℃
低
い
方
が
よ
い
の
で
、

地
濶
を
高
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●

湿

度

湿
度
を
高
く
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
挿
し
木

床
を
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
密
閉
し
、
床
面
か
ら
潅

水
す
る
と
、
空
中
湿
度
が
高
く
保
た
れ
て
発
根

が
よ
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
内
部
を
一
―

-
0
℃

以
下
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

⑦
発
根
後
の
管
理

発
根
は
、
木
の
固
類
や
挿
し
床
の
条
件
で
多

少
違
い
ま
す
が
、
早
い
も
の
は

一
-
0
日
、
普
通

は
三
0
日
？
六

0
日
で
発
根
し
ま
す
。
遅
い
も

の
は
、
一
年
以
上
も
か
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

発
根
し
た
も
の
は
、
育
て
る
た
め
の
管
理
を

行
い
ま
す
。

水
は
十
分
与
え
、
日
除
け
は
徐
々
に
取
り
、

肥
料
は
月

一
？
二
回
施
し
ま
す
。
た
だ
し
陰
樹

は
、
そ
の
ま
ま
日
除
け
を
か
け
て
お
き
ま
す
。

（
林
業
改
良
指
導
員
真
木
賢
二
）



8。g。領｝ CR  認瞬 (12)

,------------------------------------------------------------. 
i 

t ・．：；` ｀ • -一ー ・

! - 4••` 斎 ←．． , .... o ! 

l -麟ー曇□正舅 l̀ 伍 I i ·~:~~- A i 
！ 優良材生産は直材づくりから．I t 
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．/ j i .  --... -. --- : 

！ 県森連市況 t 
｝ 平成 5年2月27日 l肱川町森林組合乾椎茸相場表 I : 
： 大洲木市より （単位吋当り： 円） 1. 市売日 平成 5年 2月23日 i 
： 

l. 販売数量-- 54ケース 840.4kg 

！ 長さ末口径
スギ ヒノキマッ

その他
l. 平均単価 3,960円

i 直曲がり 直曲がり 直 1 銘柄別単価 i 
7 cm下本 389本 200本 601本 210 松パルプ

！ 

り 8 cm上本 589本 436本 759本 600 末口 7 cm 
銘 柄単 価比率％銘柄単 価比率％ t 

! 14 ml13 cm上28,000 -26,500 -18cm上23,000長 さ 1.8m 大 厚 6,050 
} l8 cm上23,800 -46,800 _ 4cmL 29,000 9,500円／m，-t 

4 特 用 大葉 4,760 

t 
中 厚 5,810 9 特用中葉 5,020 - t 

2 4 cm上24,300 I -I 42, ooo I -130cm上35,000
l I I? cm下本 220本 80本 221本 80 雑パルプ

小 厚 3,700 I 11 特用小葉 4,290 

i [l :mm ［点謬本(370)え，認本(400) 羹尽 17ふば 大ウス 5, 830 1 大バ レ 3, 850 -6 ! 
i l3ml}~~:fl;~•~~~I,v•]~!•~~~I , .v]1Qrm~QnMnll2 ,600f9 / ~ ' I~- 5,960 I 3j 9" /, ~ m 12,600円／rn' 中ウス 5, 960 3 中 パ レ 4, 010 7 ! 
！ 

13 cm上28.500 I -I 45, 500 I -118cm上30,000
1 8 cm上22:600 I -I 39: 500 I -~4叫 20:000 中小 ウス 4,840 1 8 小‘パレ 3,380 I 121 t 

! 24 cm上19,000 - C11l上25,000 小ウス 3, 500 7 変 形 3, 190 4 ! 
t I I? cm下本 100本 一本 100本 ＿ バリ材! 2 m 8 cm上本 120本 一本 120本 ー （松・杉・桧 ジャミウス 1,800 10 色落ウ ス - l 

16 cm上12,000 -22,000 -13cm上 末口 3~ 7 cm) 冬 大 7, 020 一色悪 3,240 16 ! l~ 30 cm上 30cm上長さ 20m 冬中 ー里子 ！ 
13 cm上34,1001 176,000 

4,520 460 

! 6 m 18 cm上27,100 65,ooo 冬 小 1, 960 ーその他 ― : i 
！ 特選 336,000 ! ピ土羞 lm当たり 70円～160円 本 130円 1概要ご匹臼巳三こ：：、しし{。̀:l 
-----------—--ー -------------------------------'

【
一
日
ド
ッ
ク
の
概
要
】

一
日
ド

ッ
ク
は
一
般
コ
ー

ス
・
婦
人
コ

ー
ス
に
わ
か

れ
、
婦
人
コ
ー
ス
は

一
般

コ
ー
ス
に
乳
が
ん

・
子
宮

が
ん
の
検
査
が
追
加
さ
れ

農家組合員のための

『人間ドック』
JA愛媛厚生連健診ている。

セソターでは、平成三また、他機関で行っている一泊二

年十二月から「骨粗しょ日コース程度の内容が午前中半日で

う症ドック」が、また終了、しかも検査結果はその日のう

平成四年四月からはちに迅速に処理され、午後には結果

「一日ドック」をスター成績表として本人にお知らせできる。

ト。これにより農家組農協人間ドックの特長は、血液検

合員の人たちが気軽に査で四十一項目を数え、特に最近検

総合的な人間ドックが査方法及び治療方法が開発されたC

受けられるようになっ型肝炎の検査、また、血液による腫

こ。瘍（郷）の発見に威力を発揮する腫瘍

これらのドックは、マーカーの検査がセットされている

地域で行われている健こと。

康診断よりもさらに精X線検査では、全ての検査におい

度の高い検査を求めるて画像がコソピューターでコソトロー

声に応え開設したものルされるCR装置が導入されており、

で、農協における新た検査は短時間で、しかも被爆が少な

な健康管理活動の一環く安心して受診することができる。

として期待が寄せられまた、X線画像診断で異

ている。常があった場合は、X線

当農協では、組合員フィルムを本人に提供し

一人一人が健康で長生ている。（フイルムを持っ

きできる生活をと願いて他の医療機関に行ける）

人間ドックを積極的にまた、両像データーはコ

推進しており、今回はンピューターに入ってい

二日ドック」の内容にるので次回受診時には過

ついて紹介する。去の写真と比較して見る
容
こともでき継続管理が可内

の
ク
能となっている。このC

R装置は、現在のところッ

、間
胃部撮影・胸部撮影・乳ド

房撮影・一般撮影に用し人

られており、このように■
総合的に管理されている

1 日 ド ツ ク 骨粗しょう症

一 般コース 婦人科コース ドック

問診、身体計胤11，聴力検査、呼吸器系 一般コース 骨格X線

検項 査目
循腎機環器能系、軌、肝脈機硬能化消化器系、糖尿病 ＋ 骨密度測定

、膵機能、免疫検査
子乳宮房細X胞線診
診察

種瘍マーカー、血液検査、眼科、超音波 総養合判定
検査診察、総合判定、保健指導 栄指導

毎週火・木・金曜日 毎週火曜日
毎週火・木・金曜日

日時 午午後前8:30~16,00 8 : 30~ 16 : 00 8 :30~16'00 13: 00~ 16: 30 

料金 37,000円※ 39,000円※ 10,000円※

人数 20名迄 20名迄 午午前後1010名名

オフジョン‘ 頭部(C8,T00ス0円キ）ャソ 頭(部8CTスキ ャン＇
,000円）

好
評

※料金には消費税は含まれておりません。

愛媛県厚生連健診センター
〒790愛媛県松山市隈子町533-1
愛媛県厚生農業協同組合連合会

80899(70)2070 

匹 0899(70)2080

と
こ
ろ
は
、
県
下
で
は

J

A
厚
生
連
健
診

セ
ソ
タ
ー
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
同
セ
ソ
タ
ー
に
は

C
T
ス
キ
ャ

ソ
装
置
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
脳
疾
患
の

早
期
発
見
の
た
め
希
望
者
に
は
オ
プ
シ
ョ

ソ
検
査
と
し
て
行

っ
て
い
る
。

次
に
、
婦
人
コ
ー
ス
の
乳
が
ん
検
査
は

視
診
触
診
に
加
え
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と

言
う
外
国
製
の

X
線
装
置
に
よ
り
、
ご
ま

粒
程
度
の
病
変
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
程
の

精
度
の
高
い
検
査
を
行

っ
て
い
る
。

以
上
の
他
、
腹
部
超
音
波
検
査
な
ど
も

コ
ー
ス
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
総
検
査

項
目
は
八
十
一
項
目
に
も
お
よ
ん
で
い
る
。

農
家
の
方
々
も
年
に
一
度
は
是
非
受
診

い
た
だ
き
た
い
。

尚
、
検
査
料
・
検
査
内
容
等
は
表
の
通

り
。【申

し
込
み
方
法
】

お
申
し
込
み
は

J

A
肱
川
窓
口
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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今
年
か
ら
夏
秋
き
ゅ
う
り
の
元
肥

が
新
し
く
な
り
ま
す
。
（
表

1
)

各
メ
ー
カ
ー
の
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
等

か
ら
主
要
な
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

に R

です用な 材がてい 含作素のす粉を 一
ぎるをたまと少分反土ま物や苦°砕三粒‘
ま心行めたしな解両壌れにマ土アし・状粒
す配つ‘‘てくさ をて必‘ノ石ルた五サ状
°がて他酸適‘れ土固い要ガ灰力動 mm‘ノサ
なもの度し連忍壌結まな‘ノよリ物程ラン
く作化矯て作た中さす各

の
‘り分性度イラ

‘物学正い地め せ°種モやがののムイ
安の肥効るの土喜〔 のリや四石ぺはム
心生料果よ土壊酸 微ブ低八灰レ→
し育とがう壌へ等効 量デ＜ ％質ツ

力

てを同穏で改のに果 要‘ノ‘で肥卜□
使阻時やす良蓄ょが 素 t；ホ従料状の
用害施か°資積つ長 もとウ来でに殻

二、

P

M
|
40

P

M
|
40
は
苦
土
（
二

0
%）
と
燐

酸
（
二

0
%）
が
一
緒
に
な
っ
た
肥
料

で
す
。
苦
土
と
燐
酸
に
は
各
々
の
は
た
ら

ぎ
を
助
け
る
作
用
（
相
乗
効
果
）
が
あ

り
ま
す
。
苦
土
は
葉
緑
素
を
構
成
す

る
重
要
な
成
分
で
あ
り
、
燐
酸
は
新

夏
秋
き
ゅ
う
り
の
施
肥
改
善

鸞
◎
⑪
胃
葉
や
根
の
先
端
に
集
積
し
て
細
胞
の

分
裂
や
増
殖
を
盛
ん
に
す
る
は
た
ら

ぎ
が
あ
り
ま
す
。

P

M
|
40
は
苦
土
と
燐
酸
が
持
つ

相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、
各
々
の
肥
効

を
高
め
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
肥
料
と

い
え
ま
す
。

な
お
、

P

M
|

40
に
は
石
灰
（
三

0
%）
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

三
、
ス
—
パ
ー
ー

B
.
S
2
2
2

ス
ー
パ
ー

I
B
.
S
2
2
2
は
窒

素
、
燐
酸
、
加
里
を
各
々
―
二
％
ず

つ
含
む
暖
効
性
の
高
度
化
成
肥
料
で

す
。
従
来
の

I
B
6
0
4
号
と
大
ぎ

く
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
窒
素
全
量
に

含

む

I

B
態
窒
素
（
イ
ソ
ブ
チ
ル
ア

ル
デ
ヒ
ド
加
工
尿
素
肥
料
）
の
割
合

を
五

0
％
か
ら
八

0
％
へ
高
め
、
新

し
い
造
粒
技
術
で
粒
径
を
ニ
ー
四

mm

の
大
き
さ
に
整
え
、
粒
硬
度
を
高
め

て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
肥
効
の
持
続
期
間

が
長
く
な
り
、
湿
度
や
水
分
の
変
動

に
対
し
て
も
肥
効
を
安
定
さ
せ
て
い

ま
す
。メ
ー
カ
ー
の
説
明
資
料
で
は
畑
地

条
件
に
お
け
る
肥
効
持
続
期
間
は
春

夏
作
物
で
百
二
十
日
程
度
、
秋
冬
作

物
で
百
三
十
日
程
度
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぎ
ゅ
う
り
の
生
育
に
適
し
た
肥

効
の
持
続
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

多
少
話
は
異
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
従
来
の

I

B

6
0
4
号
に
比
べ
れ
ば
長
期
間
の
肥

効
を
期
待
で
ぎ
る
こ
と
は
確
か
な
よ

う
で
す
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
皆
川
啓
夫
）

＿
‘
接
ぎ
木

春
の
接
ぎ
木
は
切
り
接
ぎ
、
高
接

ぎ
が
一
般
的
で
す
。
ク
リ
で
中
間
台

が
大
き
い
場
合
に
は
、
は
ぎ
接
ぎ
を

行
い
ま
す
。
（
図

1
)
接
ぎ
木
の
手
順

に
つ
い
て
は
図

2
を
参
考
に
し
て
下

さ
い
。

二
、
ク
リ
タ
マ
バ
チ

芽
の
組
織
中
で
若
令
幼
虫
で
越
冬

し
、
四
月
下
旬
に
は
虫
え
い
を
形
成

し
ま
す
。
六
月
下
旬
ー
七
月
下
旬
に

成
虫
が
現
れ
、
そ
の
年
に
伸
び
た
枝

の
芽
の
中
に
産
卵
し
ま
す
。
（
図

3
)

防
除
は
陽
光
面
の
先
端
三
ー
五
芽
が

七
'
"
"
1
 

0
m
m
程
度
伸
び
ね
時
期
に
ト

ラ
サ
イ
ド

A
乳
剤
四

0
0倍
に
。
フ
ラ

テ
ソ
八

0
(
展
着
剤
）
四

0
0倍
を
加

用
し
て
散
布
し
ま
す
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

0
ク

リ

菊
池
明

表 l 夏秋きゅうり元肥の変更

諏鯛

(kg/lOa) 

従来の元肥 新しい元肥

苦土石灰 120 粒伏サ‘Jライム 140 

鶏 糞 300 鶏 糞 300 

油かす 90 油 か す 90 

リソスター 40 PM-40 40 

IB604号 140 IB:S222 180 

N-P-Kj22.4-26. 0-19.6 N-P-Kl21. 6-29.6 -21.6 

注）N-P-K成分量に鴎糞油かすは含めていません。

穂木の幅で、縦に

2本切れ目を入れ、
樹皮をはがす。

図 1 はぎ接ぎ

ii旦チ三）フ袋
レソ袋使用の場合）

3～□三Jì:`ルム
ピニールテープ

を巻く。
イフを入れる。 木質部 ハラフィルム使用の

②台木の切り方 ③穂木の挿入と結束

図2 切り接ぎの方法 図3

しなレ']ィ

史J

活

変
l
5

二
は

.

‘

み

”7
ーマ

芽

夕リク

,＇ 

4
月
1
日
（
木
）
大
谷
方
面

4
月
6
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

4
月
7
日
（
水
）
中
津
方
面

4
月
8
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

4
月
認
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

4
月
14
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
15
日
（
木
）
大
谷
方
面

4
月
20
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

4
月
21
日
（
水
）
中
津
方
面

4
月
22
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

4
月
27
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

4
月
28
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
30
日
（
金
）
大
谷
方
面
（
祭
日
の
為
）

4
月
醤
油
配
達
予
定
表

4
月
2
日
（
金
）
大
谷
方
面

4
月
9
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

4
月
16
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

4
月
23
日
（
金
）
予
子
林
方
面

4
月
L
P
G
配
達
予
定
表

4
月
2
日
（
金
）
大
平
・
大
屋
敷

4
月
5
日
（
月
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

4

月
7

日
（
水
）
藤
野
原
•
町

4
月
10
日
（
土
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

4
月
12
日
（
月
）
久
保

4
月
14
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

4
月
16
日
（
金
）
中
津
・
小
倉

4
月
17
日
（
土
）
広
常
・
影
地

4
月
20
日
（
火
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・

樋
野
ロ
・
汗
生

4
月
22
日
（
木
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

4
月
26
日
（
月
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩

4
月
28
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

4
月
30
日
（
金
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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肱川町創立50周年記念

3/7 第 6回

文化芸能発表会

三
月
七
日
（
日
）
、
公
民
館

で

「
肱
川
町
創
立
五
十
周
年
記
念
、

第
六
回
文

化

芸
能
発
表
会
」
を

肱
川
町
文
化
協
会
と
肱
川
町
公

民
館
主
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
肱
川
町
文
化
協
会

長
河
野
美
治
氏
を
中
心
に
、
文

化
サ
ー
ク
ル

芸
能
部
門
（
大
正

琴
、
吟
詠
、
詩
舞
、
民
舞
、
民

謡
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
風
陣

太
鼓
、
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
、
青

年

団）

二
十
五
団
体
、
約

二

0

0
人
が

参
加
し

公
民
館
を
賑
わ

せ
ま
し
た

。

9
0
 
l
 
＇ 

二
月
二
十

一
日
（
日
）
肱
川
町
公
民
館

で
「
第
四
回
新
春
囲
碁
大
会
」
を
肱
川
町

文
化
協
会
、
肱
川
町
公
民
館
主
催
で
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

ニ
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
勝
負

が
競
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は、

次
の
と
お
り

で
す
。

(
A
ク
ラ
ス
）

一
位（

町
長

杯

）

金

野

二
位

中
尾

三
位

福

田

(
B
ク
ラ
ス
）

一
位
（
文
化
協
会
長
杯
）宮
田
河
野
成
登

二
月

二
十
四
日
（
水
）
に
は
、
「
第
五

回
町
内
か

る
た
大
会
」
（
肱
川
町
文
化
協

一位一位

光信
義美 徹

哲
秋正翌

会、

肱
川
町
公
民
館

主
催
）
を
、
公
民
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
団
体
戦
、

個
人
戦
、
ピ
ラ

ミ
ッ

ド
戦
の

三
部
門
を

「
百
人
一
首
」
で
優
雅

に
過
ご
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

〇
団
体
戦

一

位

浜

田

種

子

伊
藤
ス
エ
コ

松

江

茂

美

二
位

竹

本

小

平

沖

野

緑

堀

尾

末

子

三
位

浅

松

竹

子

山
岡
ヒ
ナ
子

0
個
人
戦

一
位

沖

野

緑

二
位

浅

松

竹

子

三
位

伊
藤
ス
エ
子

0
ビ
ラ
ミ
ッ

ド
戦

優
勝

山
岡
ヒ
ナ

子

2 /28わんばく学級
愛媛県オリエンテーリング大会

わんぱく 30人参加

町
内
の
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に

し

た
「
わ
く
ぱ
く
学
級
」
を
二
月

二
十
八
日

（
日
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
最
後
の
わ
ん
ば
く
学
級
は
、

宇
和
町
の
愛
媛
県
オ
リ
エ
ソ
テ
ー
リ
ン

グ
大
会
に

三
十
人
（
男
子
十

三
人
、
女

子
十
七
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

さ
て
、
結
果
の
方
は
、
は
じ
め
て
の

土
地
で
道
無
き
道
の
山
奥
を
コ
ソ
パ
ス

と
白
地
図
で
、
各
ポ
イ
ソ
ト
を
探
し
当

て
る
こ
の
大
会
は
、
さ
す
が
の
わ
ん
ば

く
た
ち
も
大
変
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
最
近
イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
が
流
行
っ

て
い
る
こ
の
頃
、
み
ん
な
元
気
に
宇
和

町
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
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今
、
何
故
同
和
教
育
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
。

平
成
――
一
年
度
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

現
在
で
も
部
落
差
別
が
あ
る
と
思

っ
て

い
る
人
か
約
七
十
パ
ー
セ
ン

ト
（
喜
多

郡
全
体
）
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
今
、

学
校
や
社
会
で
差
別
を
解

消
す
る
た
め
に
、
同
和
教
育
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま

す
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

「
し
つ

か
り
進
め
る
」
十
四
パ
ー
セ
ソ
ト
、

「
今

の
ま
ま
で
よ
い
」―――

十
九
パ
ー
セ
ソ
ト
、

「
し
な
い
方
が
よ
い
」
二
十
六
パ
ー
セ
ソ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

差
別
が
あ
る
と
思
っ
て
い
な
が
ら
、

そ
れ
を
解
消
す
る
学
習
を
積
極
的
に
進

め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
少
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
予
子
林
小
学
校
で
は
、
同

和
問
題
学
習
の
機
会
を
多
く
し
、
正
し

い
知
識
と
理
解
を
し
よ
う
と
進
め
て
き

ま
し
た
。

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
家
庭
で
親
子

が
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
学
校

で
子
供
が
ど
の
よ
う
な
学
習
を
し
て
い

る
か
を
知
っ
て
も
ら
い
、
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
同
和
教

育
ノ
ー
ト
を
作
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
学
習

し
た
時
は
、
そ
の
授
業
の
題
名
、
内
容
、

児
童
の
意
見
や
気
持
ち
を
書
き
家
庭
へ

渡
し
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
家
庭
で

親
子
の
話
し
合
い
を
行
い
、
そ
の
内
容

を
書
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
「
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事

に
出
会
っ
た
時
に
、

一
人
で
出
来
る
こ

と
と
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
よ
。

一
人

で
は
出
来
な
い
こ
と
で
も
、
周
り
の
人

の
力
を
借
り
て
出
来
る

こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
る
か
ら
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
大
事
だ
ね
。

」
「
同
和
差
別
は

悲
し
く
、
つ
ら
い
も
の
で
あ
る
。
人
と

し
て
、
人
を
上
・
下
の
ラ
ン
ク
づ
け
る

古
く
か
ら
の
習
慣
が
い
け
な
い
。
」
「
奴

隷
制
度
な
ど
許
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。
」

等
多
く
の
意
見
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
年
―
―
―回
の

P

T

A
同
和
問
題
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

一
回
目
は
、
意
識
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。
話
し
合
い
の
中

に
は
、
結
婚
に
お
け
る
身
元
調
査
に
つ

い
て
、
親
と
し
て
大
事
な
子
供
な
の
で

部
落
と
か
で
な
く
、
普
通
の
調
査
と
し

て
す
る
こ
と
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

言
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
調
査
す

る
こ
と
事
態
が
人
権
侵
害
に
な
る
。
相

手
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ま
で
侵
害
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

予
子
林
小
学
校

金

井

学
校
で
の
同
和
教
育
の
取
り
組
み

碓頁

第
十
八
回
練
会
誠

孜
館
錬
成
大
会

二
回
目
は
、
同
和
の
起
源
に
つ
い
て
、

学
習
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
封

建
制
度
の
支
配
の
た
め
差
別
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
そ
の
人
達
が
苦

し
ん
で
き
た
中
で
、
お
互
い
に
協
力
し

助
け
合
い
な
が
ら
き
た
こ
と
な
ど
が
分

か
り
ま
し
た
。

三
回
目
は
、
日
常
生
活
の
中
で
の
身

近
な
差
別
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
を
見
な
が

ら
学
習
し
ま
し
た
。
何
げ
な
い
言
動
の

中
に
つ
い
見
逃
し
が
ち
な
差
別
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

こ。t
 本校
で
の
学
習
（
主
に

P
T
A
)
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
学
習

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
学
習
の
機
会
を
増
や
し
、

一
日
も
早
い
差
別
解
消
に
向
け
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
週
、
月
・
金
曜
日
に
肱
川
町
公
民

館
で
行
わ
れ
て
い
る
空
手
教
室
（
清
水

良
治
氏
指
導
）
の
少
年
挙
土
た
ち
が
、

平
成
四
年
十

一
月
二
十
九
日
（
日
）
愛
媛

県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
十
八
回

錬
会
誠
孜
館
錬
成
大
会
」
に
出
場
し
、

大
健
闘
し
ま
し
た
。

＊
形
の
部

小
学
低
学
年

一
位

宮

田

大

く

ん

三
位
冨
｀
氷
太

一．
く
ん

小
学
中
・
高
一
一
位

山
下
翔
太
く
ん

小
学
高
学
年

―
―位

川

上
栄
作
く
ん

お
め
で
と
う
！
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

私
が
、
当
家
農
家
へ
嫁
い
で
早
く

も
―
―
十
年
が
近
づ
い
て
こ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
人
様
に
出
来
る
事
位
は
、

自
分
に
だ
っ
て
出
来
る
だ
ろ
う
と
、

少
し
甘
い
考
え
も
あ
っ
た
の
か
当
時

は
、
な
れ
な
い
仕
事
ば
か
り
で
大
変

で
し
た
。
無
我
夢
中
で
働
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
雪
の
積
も
っ
て
い
る

山
の
松
出
し
、
こ
れ
は
大
変
で
し
た
。

手
足
は
冷
た
く
シ
ー
バ
ー
で
は
早
く

せ
よ
と
急
立
ら

れ
る
不
器
用
な

J

私

は

大

変

、

涙

時

は
ポ
ト
ポ
ト
涙

Z
3

乍
ら
山
を
は
え

5

ます

ず
り
囲
っ
た
あ

3

の

仕

事

の

つ

ら

⑫

ふ

や

か

っ

た

事

、

今

、

し

J
 r_
 

>{[­
は
、
懐
か
し
し

ひ
し
と
感
じ
る
の
で
す
。

「
若
い
時

の
苦
労
は
買
っ
て
で
も
せ
よ
」
と
親

か
ら
言
わ
れ
つ
が
れ
た
言
葉
、
こ
の

言
葉
を
念
頭
に
お
き
乍
ら
た
ば
こ
椎

茸
作
り
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。
忙

し
く
働
き
乍
ら
も
楽
し
み
な
部
落
学

級
の
つ
ど
い
、
身
体
を
休
め
御
馳
走

を
作
り
話
に
花
が
咲
き
何
と
も
言
え

な
い
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
明
日
の
活

力
と
な
る
の
で
す
。
私
の
楽
し
み
の

―つ

に
忙
し
さ
の
合
問
野
菜
畑
に
入

り
何
を
ま
こ
う
か
と
、
草
を
引
き
乍

ら
考
え
、
そ
れ
が
立
派
に
育
っ
た
時

の
惑
動
そ
し
て
、
ふ
ん
だ
ん
に
使
え

る
事
の
幸
福
感
。

今
は
農
家
の
嫁
不
足
と
ま
で
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
考
え
方
次
第
で
、
楽

し
み
も
あ
り
、
喜
び
も
た
く
さ
ん
作

れ
ま
す
。
こ
ん
な
私
で
も
家
族
の
暖

か
い
理
解
に
感
謝
し
ま
す
。
い
ろ
ん

な
会
合
等
に
参

加
し
お
話
を
聞

き
自
分
を
見
つ

子

め

乍

ら

、

自

然

恒

の

中

で

の

生
活

を
満
喫
し
て
い

谷

野

ま

す

。
二
人
の

居中

大

娘

に

「
私
が
や
っ

て
上
る
ど
い
と

き
や
」
な
ん
て

子
供
の
方
が
カ

¥
4
ノ
｀
~

ク

が
あ
り
仕
事
に

よ
れ
ば
負
け
る

ま
い
ま
し
た
が
、

r
:てし

身
体
も
い
た
わ
り
、
努
力
し
乍
ら
農

作
業
に
頑
張
り
楽
し
み
も
多
く
み
つ

け
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

さ
わ
や
か
な
春
空
の
下
可
憐
な
花
が

い
っ
ば
い
咲
き
み
だ
れ
私
の
心
を
な

ご
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
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4
 
月 の 行 事 予 定 表

4
 

月

゜
2
 ．
 

1

4

5

5

8

 

3
 
ー

9

9

9

 

．肱川町防災の日

•町創立50周年記念俳句大会

・心配ごと相談

・行政相談
． ふ•

•町内各小学校（幼稚園）入学式均岱

（中野幼稚園は 4月9日）
',•. .,,. 

'・・  O~ ^ 

・大洲高校肱川分校入学式 ‘ ，文
｀ ．肱川中学校人学式 ， 

・農業委員会

•お神楽（中野三嶋神社）

4 /6 ~4 /15春の交通安全運動

18 

18 

中旬

5
 

．＂ぶ

t
.
2．
．．
 

へ

．
．
 i

．

．

 

II
-＂

1

.4
 

2
,2
 25 
・ 28 

28, 
ー・ ~• ••一"..、J.4 •9.."29—• -

•特別町民のつどい

•町創立50周年記念テニス大会

・正副分団長会

•特別町民「風のパッケージ」発送

・定例部落長会（町税完納表彰式）

・エビネラソ展示即売会

•町創立50周年記念のびのびウォーク

．献血

・税金等出張受入れ

•町創立50周年記念式典

3/28~4 /29しゃくなげまつり

4月の日曜・祝日当直医 救 急 病 院

日 当 直 医 華屯 話

4日
士 居 内科外科医院 44-5521 （ 五 十 崎 町 ）

（日） 岡本耳鼻科医院 24-3752 （大沙1、I 市本町）

11日
松 浦 医 院 44-2776 （五 十 崎 町）

（日） 清 フK 医 院 24-2017 （大洲市志保町）

18日
藤 本 医 院 44-2561 （ 五 十 崎 町）

（日） 礼且 母 井 医 院 24-3756 （大洲市 中 村）

25日
植 木 医 院 44-2215 （五 十 崎 町）

（日） 沢井耳閃科医院 24-2510 （大洲市中村）

29日
向に 摘 医 院 44-2010 （五 十 崎 町）

（木） 沢井小児科医院 24-7530 （大洲市中村）

※変更になる場合がありますので前もって連絡してからお出かけ
下さい。

曜日 病 院 名 叩弔 話

月・火 大、洲市立病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

木～日 大、洲中央病院 24-4551 

◎

4
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

4
月
15
日
（
木
）

（
出
す
の
は

4
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

予
子
林
・
岩
谷
・
正
山
地
区
・
見
の

越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・
中

野
（
篠
谷
・
滝
山
）
・
上
森
山
・
八
重

栗

時

間

午
前
9
時
30
分

i
1
1
時
30
分

4
月
7
日
（
水
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー
l

日

程

場

所

◎
幼
児
教
室日。
C
I四

大
洲
市
役
所

毎
月

8
日
・

20
日

大

午
前

10
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で

和 野

◎
不
用
犬
回
収
日

4
月

13
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

い
ま
ま
で
、
人
権
相
談
所

や
心
配
ご
と
相
談
所
・
行
政

相
談
所
な
ど
は
肱
川
町
公
民

館
の

三
階
和
室
で
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
四
月
か
ら
は
、

肱
川
町
保
健
セ
ソ
タ
ー
の
二

階
和
室
に
お
い
て
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

保
健
福
祉
関
係
を
含
め
て
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
保
健
セ
ソ

タ
ー
を
ご
利
用
下
さ
い
。

▽
日

時

面

■ご
璽
面
璽

▽

日

時

4
月
5
日
（
月
）

午
後

1
時
30
分

i
4時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

保

健

セ

ソ

タ

ー

二
階
和
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー
ニ
五

0
八

藪

福
森
、
ソ
ズ
ヱ
さ
ん

(
93
歳
）

兵

頭

武

敏

さ

ん

(
81
歳
）

子

茂

田

要

さ

ん

(65
歳）

琢
雄
さ
ん

(93
歳）

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

平
成
五
年
度
定
期
巡
回
交
通
事
故
＊
。

＊

ぉ

祈
り
い
た
し
ま
す
＊

*

＊

*

＊

*

＊

 

相
談
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

交
通
事
故
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
相
談
さ
れ
て
小

み
て
く
だ
さ
い
。
な
お
相
談
は
無
料

で
す
。開
設
場
所

開
設
日
時

受
付
時
間

中

東

◎
交
通
事
故
相
談
に
つ
い
て

各
種
の
相
談
ご
と
は

保
健
セ
ソ
タ
ー
へ

上
鹿
野
川

◎行政相談

4 4 
相月 月

20 5 談日 日

火 月 日

寺宮 芦日ョ 朽田 担
岡田 永田 当

相

初義 悦 談
声、C 成.nn. 子保 員

▽

場

所

▽

時

間

午
後

1
時
30
分

i
4
時
30
分

肱
川
町
保
健
セ
ソ
タ
ー

二
階
和
室

◎
心
配
ご
と
相
談
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